
休職から復職までの流れ（精神疾患等による休職）

職場復帰のための具体的な準備

授業参観・給食清掃指

休憩時間の対応

１日３～４時間の授業など

毎日正規の勤務時間に実施

仕事の内容・職場に慣れる

補助的作業・指導案作成

授業参観など

毎日４時間程度実施

児童生徒との関わり

授業参観・給食清掃指導

休憩時間の対応

１日１～２時間の授業など

毎日児童生徒の在校時間中に実施

＜休職前又は休職延長前の手続＞

休職（延長）具内申

（岡山県教職員復職

支援システム実施

要綱が定める休職

診断書添付）

県教育委員会

（受理）

健康診断審査委員会

（休職（延長）の可否を判定）

県教育委員会

（休職(延長)の可否を決定）

休職（延長）可・休職（延長）開始

療養に専念

主治医の診断

職場復帰可能と診断

休職期間満了後も更に

休業必要と診断

＜復職前の手続き＞

復職具内申 県教育委員会

（受理）

健康診断審査委員会

（本人のみ面接）

↓

（復職の可否を判定）

県教育委員会

（復職の可否を決定）事前診察

（本人）

復職可 ・ 復職 復職不可

※事前診察

・審査委員会の約１週間前

・県教委が指定する医師に

よる診察

※審査委員会

（内科医３名、精神科医２名及び整形外科医１名）

・原則毎月第４金曜日開催

・本人のみ面接

休

職

延

長

復職プログラム実施の申請

メンタルヘルス部会での面接・指導助言

メンタルヘルス部会で状況把握・指導助言

復職プログラムの終了 復職プログラムの中止

メンタルヘルス部会で状況把握と指導助言

※メンタルヘルス部会

（精神科医２名及び臨床心理士２名）

・原則毎月第３木曜日開催

・所属長及び本人面接

※実施期間は原則４週間

第

１

段

階

学校・職場の雰囲気に慣れる

同僚との会話・図書整理など

週３日１日２～３時間程度実施

第

２

段

階

第

３

段

階

第

４

段

階

復職プログラム内容例

復職プログラムの実施


